
学術文科

学術探究科学術探究科

《 「文科探究」における探究活動生徒論文の一例 》《 「文科探究」における探究活動生徒論文の一例 》

１　学科の特色
　(ｱ)　発展授業や習熟度別授業などの多様な授業形態、アクティブラーニングの導入といった探究型学習により、
　　人文・社会科学に関する理解を深めます。
　(ｲ)　「English Presentation」では、多様な学習活動を通して、実践的な英語運用能力の育成を図ります。

２　指導目標
　(ｱ)　人文・社会科学の領域において、多角的に学び、研究する能力と態度を養います。
　(ｲ)　地域が抱える諸課題の解決に向けて、主体的に取り組む人材を育成します。
　(ｳ)　グローバル社会において、変化と多様化に対応できる柔軟性と豊かな感性を育みます。

３　共通探究科目「文科探究」について
　(ｱ)　「文科探究」では、少人数グループで生徒自らが研究課題を設定し、文献講読・調査研究を行った上で論文にまとめ、
　　成果を発表します。
　(ｲ)　国語科、地理歴史・公民科、英語科の職員が一緒になって指導・助言を行う合教科型の共通科目です。
　(ｳ)　生徒が主体的に取り組む中で、人文・社会科学に対する興味・関心を高め、論理的思考力や表現力を高めていきます。

学術探究科では、
　①　人文・社会科学と自然科学の両分野において、専門的な研究活動を通じて、生徒の思考力、判断力、表現力を高める。
　②　物事の原理や真理を探究する力や幅広い視野を持った生徒を育てる。
　③　グローバルリーダーとして、沖縄や世界の発展に貢献できる人材を育成する。

　　　以上を指導目標とし、学習活動に取り組みます。
　　　２年次には各自の興味・関心や適性を基に、学術文科・学術理科のいずれかを選択して進級します。
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https://www.urasoenavi.jp/ 
https://www.tedakuwa.com/ 

 

《 ポスターセッションによる発表の例 》《 ポスターセッションによる発表の例 》

《 文科探究授業の様子 》《 文科探究授業の様子 》 《 文科探究発表会の様子 》《 文科探究発表会の様子 》

学術理科
１　学科の特色
　(ｱ)　発展授業や習熟度別授業などの多様な授業形態、アクティブラーニングの導入といった探究型学習により、自然
　　科学及び数学に関する概念・原理に関する理解を深めます。
　(ｲ) 　「数学研究」をはじめ、「物理研究」「化学研究」「生物研究」などの自然探究の科目群を設置し、理数教育の充実
　　を図ります。

２　指導目標
　(ｱ)　自然科学及び数学に関する概念・原理に関する理解を深めます。
　(ｲ)　世界の科学技術の発展に貢献できるグローバル人材の育成を図ります。

３　共通探究科目「理数探究」について
　(ｱ)　「理数探究」では少人数グループで、生徒自らが研究課題を設定し、実験・観察等を行った上でレポートにまとめ、
　　成果を発表します。
　(ｲ)　理科と数学科、情報科、家庭科の職員が一緒になって指導・助言を行う合教科型の共通科目です。
　(ｳ)　生徒が主体的に取り組む中で、自然科学に対する興味・関心を高め論理的思考力や表現力を高めていきます。

《 理数探究授業のようす 》《 理数探究授業のようす 》 《 理数探究発表会のようす 》《 理数探究発表会のようす 》
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２．目的
・簡単で迅速な抗菌活性の測定方法を構築する。
・月桃の抗菌活性の有無を調べる。
・抽出方法の違いによる抗菌活性の差を比較する。

３．仮説
月桃の葉は乾燥させることで抗菌活性をもつ物質が濃縮され，
より大きな菌抑制効果を発揮すると考えた。

４．材料と実験方法
【試料・道具】
・月桃
・イースト
・グラニュー糖
・GFベンレート水和剤

【方法】
（１）抽出液の準備

①月桃の葉12 ｇを以下の3通りの方法で処理した（図2）。
試料a：無処理
試料b：電子レンジ（600 W，1分×3回）
試料c：自然乾燥処理（3〜5日）
試料a～cを乳鉢ですり潰し，50 mLのお湯で抽出した。

②対照実験として，以下の2通りの水溶液も用意した。
試料d：水
試料e：GFベンレート水和剤（0.5 g /500 mL)

月桃による菌の増殖抑制効果

１．動機
月桃の葉を別の方法で日常生活に役立
てたいと思い，月桃の菌抑制効果が高い
抽出液の作成を試みた。

５．結果
【実験1】 実験条件の最適化
・イーストの量を3 ｇにして実験を行ったところ，気体の発生量が
多すぎて，計測できなかった。
・イーストの量を0.6 ｇでは，計測に適した発酵の速度となった
・イーストの量を0.3 gでは，発酵が遅く，計測できなかった。

【実験2】 抗菌活性の測定（図4）

６．考察
〇 月桃抽出液には，ベンレート水和剤よりもイーストの発酵を
抑制する効果があった。

〇 予想外にも，無処理抽出液の方が乾燥処理抽出液よりも，
発酵を抑制する効果が高かった。

〇 乾燥処理後も菌の増殖を抑制する物質が残っていた。

〇 一方で，乾燥処理で菌の増殖を抑制する物質が失われた。

〇 抗菌物質は，「乾燥に弱い？」 or 「蒸発しやすい？」ものも
ある。

７．今後の展望
〇 加熱による抗菌活性への影響を調べる実験が必要である。

〇 蒸発しやすい抗菌物質があると仮定すると，月桃生葉の蒸
留により，抗菌物質の精製や濃縮ができる可能性がある。

〇 気化しやすい性質を利用した抗菌剤の開発も期待できる。

A

図2 月桃葉抽出液の作製
A：すり潰し中の試料a（無処理）
B：乾燥中の試料b（電子レンジ）
C：乾燥中の試料c（自然乾燥）
D：試料から抽出する様子
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試料c
試料b試料a
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図3 実験条件の最適化
A：発酵液が溢れた発酵管（イーストの量3 ｇ，20分後）
B：気泡を測定している様子（イーストの量0.6 ｇ，20分後）

A B

（２）抗菌活性の測定
①ドライイースト 0.6 ｇ，20％グラニュー糖液を混合した（発酵
液）。

②抽出液 12 mL，発酵液 5 mLをキューネ発酵管に入れた。
③ウォーターバス（40℃）に発酵管を入れ，5分ごとに天井部の
気泡の大きさを測定した。

２． している中、コロナ収束後再び増加

することを見据えました。そこで、世界中の多くの人

に沖縄料理を体験してもらうため、世界中で注目さ

れているグルテンフリーを取り入れることを考えまし

た。沖縄料理の多くは小麦粉が含まれているが、そ

の小麦粉を米粉に変えればグルテンフリーかつ従

来のものと同様のものができると考え研究を行いま

した。 

現在、コロナ禍で外国人観光客が激減している中、コ

ロナ収束後再び増加することを見据えました。そこで、世

界中の多くの人に沖縄料理を体験してもらうため、世界

中で注目されているグルテンフリーを取り入れることを考

えました。沖縄料理の多くは小麦粉が含まれているが、

その小麦粉を米粉に変えればグルテンフリーかつ従来

のものと同様のものができると考え研究を行いました。 


